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はじめに

　

1980年，日本はワシントン条約に加盟・締結し，

国際的にクマ類を保護管理する責務を負うこととな

った。環境庁は，猟期の檻捕獲の禁止(1983年)，

ククリワナの禁止(1992年)，中・四国等地域個体

群の捕獲禁止措置(1994年)などの保護措置を講じ，

1993年には種の保存法を制定してツキノワグマを国

際希少野生動物種に指定して保護措置を強化した

　

(野生生物保護行政研究会,1997)。

　

このような状況のなかで1993年に県内でクマによ

る人身事故が発生したことが契機となって近年の生

息状況を掌握する必要性が生じ,1995-1997年度に

野外調査と資料調査が行われた。本報告は主にこの

調査をまとめたものである。本県におけるツキノワ

グマの生息状況は，個体数推定(森下・水野1970),

分布(石川県1978,花井1977，水野ほか1985),狩猟

形態(水野・花井1983,野崎・三国, 1989),捕獲個

体群の令構成と性比(花井･桜井1974，花井1975),行

動圏と生息環境(水野ほか1985),食性(水野・野崎，

1985)等多岐にわたる調査がなされてきた。しかし，

これらの報告は10年～20年以上経過しているため，

近年の県内の生息状況を掌握することとした。

本調査には社団法人石川県猟友会及び加賀江沼，能

美小松，石川松任，金沢の各支部80名の会員各氏に

多大な協力を得た。また資料整理については水上な

おみ氏に多くの労力をかけていただいた。謝して御

礼申し上げる。

　

なお，本報告は1995～1997年度および1999年度野

生動物保護管理対策事業の一環で調査されたもので

ある。

調査方法，場所，期間

　

本報告は定点観察法による野外調査と捕獲資料に

よるものである。野外調査は1995～1997年の３年間

に県内の主なクマの生息地９市町村（金沢市，小松

市，加賀市，山中町，鳥越村，河内村，吉野谷村，

尾口村，白峰村）で当該年度にそれぞれ３か所（１

年間に27か所）選び，延べ81か所で実施した。調査

は見晴らしのよい場所を選び，一定時間（180分～

360分程度）観察する方法で行った。一定点には２

人以上配置し，延べ193人で行った。また，各市町

村で１か所の３年間同一調査地を設定し，継続調査

ができるようにした。調査には，２万５千分の１地

形図を４等分し（５ｋｍメッシュ），この中に定点

を設置した。対象地域の５kmメッシュは45区画あ

り，可能なかぎり多くの地域（区画）を調査できる

ように配慮したが，調査を行ったのは危険性の多い

白山山頂部や源流地域を除く34区画であった（図1，

附図１）。

　

調査は３年間ともクマを直接観察しやすい４月中

旬から下旬に行った。記録は所定の記録用紙と２万

５千分の１地形図を携行して調査範囲を地図に記入

した上，クマを確認した場合はその位置，頭数，行

動等を記録した。これらの野外調査の結果は３次メ

ッシュ：１kmメッシュ（環境庁,1997)に整理した。

　

資料調査は石川県猟友会が会員に依頼して作成し

た「クマ捕獲調書」(1991～1999年）の201

件

と石川

農林総合事務所管内の有害駆除された119

件

(1991

～1997年）を１kmメッシュで整理した。

33



石川県白山自然保護センター研究報告

　

第26集(1999)

図１

　

ツキノワグマの調査地域と定点調査地(1995-1997)

　　　　　　

（調査地番号は附表１と一致する）
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結

　　

果

＜定点調査＞

　

３年間，９市町村で延べ81か所の調査を行った。

その結果, 1995年は68名で9,780分調査し，19メッ

シュで23頭の成獣と８頭の幼・亜成獣を, 1996年は

62名で11, 265分調査し，８メッシュで11頭の成獣と

１頭の亜成獣を, 1997年は63名で10, 600分調査し，

13メッシュで成獣19頭，幼・亜成獣10頭確認した。

３年間あわせて，延べ193名により，総観察時間527

時間25分実施した。その結果，金沢市６メッシュ，

河内村３メッシュ，吉野谷村８メッシュ，尾口村５

メッシュ，白峰村４メッシュ，鳥越村１メッシュ，

小松市５メッシュ，山中町１メッシュ

　

計33メッシ

図２

　

定点調査で観察されたクマの位置（頭数・令等) (1995-1997)
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図3

　ツ

キノワグマの捕獲地と捕獲数(1991-1999)

ユ(延べ40メッシュ)でクマを直接観察した(図１，

１２，附表１)。

　

クマを確認した地域は山中町では大土，小松市で

は尾小屋，西俣，新保，大田和谷の４地域，白峰村

では西俣谷，太田谷，大嵐谷の３か所，尾口村では

クマ谷，目附谷，カマン谷，丸石谷の４か所，吉野

谷村では雄谷，蛇谷。中ノ川，瀬波マサ谷，高尾谷

の５か所，鳥越村では鷲走谷（左礫）１か所，河内

村では内尾谷，板尾大谷の２か所，金沢市では犀川

上流域の倉谷川イ谷，平沢川，二又川セト谷，高三

郎山，浅野川上流域の河内谷，内川上流域の西ノ谷

の６か所であった。

　

また，３年間継続調査した９地域のうち，金沢市

犀川支流倉谷川，河内村直海谷川支流内尾谷，吉野
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表１

　

市町村別クマ捕獲数及び捕獲地等メッシュ数

クマ捕獲数 捕獲地のlkmメッシュ数
定点調査

メッシュ数

目視確認

メッシュ数

津幡 １ (0.4) １ (0.6)
０

０
金沢 61 (24.5) 40 (25.3) ９ ６

河内 20 (8.0) 12 (7.6) ８ ３

吉野谷 35 (14.1) 24 (15.2) ８ ８

尾口 40 (16.1) 28 (17.7) ８ ５

白峰 42 (16.9) 29 (18.4) ８ ４

鳥越 15 (6.0) ８ (5.1) ４ １

小松 22 (8.8) ９ (5.7) 12 ５

山中 12 (4.8) ６ (3.8) １１ １

加賀 １

不明 １ (0.4) １ (0.6)

計 249 100.0 % 158 100.0 % 69 33

※本表は1991-1999年のクマ捕獲カード及び石川農林事務所の捕獲資料(tl9件)を整理したもの(付表参照)

谷村尾添川上流蛇谷，白峰村大嵐谷の４か所は３年

連続して観察された。

＜資料調査＞

　

捕獲調書201件と農林事務所の捕獲資料119件の計

320件を収集できたが，重複する資料を削除して249

件（１件は場所不明）に整理した。この資料から捕

獲地や捕獲時の状況等をまとめ，これを元に捕獲数

を１ｋｍメッシュ図に記入して整理した（図3,附表

２）。捕獲場所が明確な248件は,津幡町１メッシュ，

金沢市40メッシュ，河内村12メッシュ，吉野谷村24

メッシュ，尾口村28メッシュ，白峰村29メッシュ，

鳥越村８メッシュ，小松市９メッシュ，山中町６メ

ッシュの合計157メッシュになり，金沢市，吉野谷

村，尾口村，白峰村４市村で全体の約77％を占めた

　

（表１）。

　

これらの資料から５頭以上捕獲された主なクマの

分布地域は，下記の地域があげられる。Ａ：内川（１

１頭），Ｂ：犀川（37頭），Ｃ：浅野川（８頭）＜以

上金沢市＞，Ｄ：直海谷川（17頭）＜河内村＞，Ｅ：

瀬波川（６頭），Ｆ：雄谷（９頭），Ｇ：蛇谷（13頭）

＜以上吉野谷村＞，Ｈ：中ノ川（５頭）＜吉野谷村，

尾口村＞，Ｉ：尾添川左岸一

東

荒谷（７頭），Ｊ：手

取川左岸一束二口（６頭），Ｋ：手取川左岸－鴇谷

　

（６頭），Ｌ：手取川右岸―小嵐谷・クマ谷（６頭），

Ｍ：目附谷（13頭）＜以上尾口村＞，Ｎ：赤谷－下

田原川（14頭），０：大道谷一明谷（５頭），Ｐ：三

ツ谷－西俣谷（６頭），Ｑ：大杉谷（５頭），Ｒ：湯

の谷（５頭）＜以上白峰村＞，Ｓ：大日川，杖川，

アシガ谷（26頭）＜小松市，鳥越村＞，Ｔ：動橋川

　

（11頭）＜小松市，山中町＞となってい

る。

考

　　

察

　

本報告により得られたクマの確認地点

は野外調査で33メッシュ，資料調査で15

7メッシュであった。これらの資料をあ

わせると，総計175メッシュからクマの

生息分布の資料が得られた。

　

この175メッシュの分布から本県のツ

キノワグマの分布は，犀川，内川(金沢

市)，直海谷川(河内村)，瀬波川，尾添

川(吉野谷村)，目附谷川，丸石谷川(尾

口村)。大嵐谷，大道谷。三ツ谷川，大

杉谷川（白峰村），杖川一大日川（鳥越村）等の流

域が中心的な地域となっていることが示唆される。

今回収集した捕獲資料は, 1991年度（Ｈ３年度）～

1999年度(H

11

年度）のクマの捕獲資料のすべてで

はないが(1991年度から1998年度までの８年間の石

川県のツキノワグマの捕獲統計では411頭となって

いる<附表３〉），今回の資料から近年の本県におけ

るツキノワグマの分布の傾向は推察することができ

る。

　

本県におけるツキノワグマの分布は,花井(1977)

が10kmメッシュによって表わし，石川県(1978)

は５

km

メッシュに整理して分布図を作成した。本

県におけるクマの分布は，この５

km

メッシュの分

布図がよく利用されているが，本図によればツキノ

ワグマの県内の繁殖分布のメッシュ数は57メッシュ

となっている。

　

一方，水野ほか(1985)は吉野谷，尾口，白峰３

村において, 1980～1984年の５年間にクマの捕獲数

109頭分を収集し，捕獲地の分布を３次メッシュ（１

kmメッシュ）に整理しているが，この３村におけ

る生息分布の結果は，吉野谷村蛇谷や中ノ川，白峰

村大嵐谷などの捕獲地（75メッシュ）があげられて

おり，今回の報告と同じ傾向を示している。これら

の分布情報から県内のツキノワグマの分布は，花井

　

(1977)や石川県(1978)で指摘されてきたのと同

様に，北は金沢市の医王山周辺から南は加賀市近郊

の山麓にいたるまで加賀地域一円の山地帯に広く分

布していることが示された。

　

さらに，３年間(1995年～1997年）の野外調査の
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図４

　

ツキノワグマの生息地域

(捕獲資料157メッシュ，定点調査33メッシュより作成)

結果，親子ダマを確認した地域は，動橋川上流域(

山

中町大土, 1995年)，大日川上流域(小松市新保，

1995年)，手取川右岸大嵐谷川(白峰村桑島, 1995

年)，直海谷川上流内尾谷(河内村内尾, 1995年)，

尾添川支流高尾谷(吉野谷村中宮, 1997年)，犀川

上流倉谷川イ谷及び高三郎山(金沢市倉谷, 1995,

1996,1997年)，犀川上流二又川セト谷(金沢市二又，

1995年）の８

か

所であった。特に親子連れが発見さ

れた地域はツキノワグマの越冬地域と推定されるた

め，クマの分布上，重要な地域と思われる。

　

日本におけるツキノワグマの分布が，落葉広葉樹

林の分布と密接な関係にあることはよく知られてい

るが（花井, 1980),本県におけるツキノワグマの

分布もブナーミズナラ等の落葉広葉樹林の分布とよ
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く一致しているため（石川県1992,水野ほか1985,里

見編1975),本県におけるツキノワグマが安定した

地域

個体

群を維持し，生息状況が脆弱にならないよ

うにするためには，落葉広葉樹林を中心とした本県

の森林環境の保護管理が一層重要になると思われ

る。
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附表３

　

石川県のツキノワグマの捕獲状況

年度
有害駆除 狩猟

合計
加賀 小松 石川 金沢 小計 加賀 小松 石川 金沢 その他 小計

1979 S54 ０ ２ １６ １ １９ ０ 15 １ ４ ０ 20 39

1980 S55 ０ １ 43 １２ 56 ０ １１ ０ ２ ０ 13 69

1981 S56 ０ ０ 38 10 48 ０ １９ ２ １ ０ 22 70

1982 S57 ０ ９ 26 ７ 42 ０ 21 ３ ８ ０ 32 74

1983 S58 ０ １７ ８ ７ 32 ０ ９ ２ ４ ０ 15 47

1984 S59 ０ ６ １９ ３ 28 ０ １１ ４ ６ ０ 21 49

1985 S60 ０ 10 14 ８ 32 ０ 11 １ １ ０ 13 45

1986 S61 ０ ８ １６ ０ 24 ０ 10 １ ３ ０ 14 38

1987 S62 ０ 13 24 ７ 44 ０ ９ ３ ４ ０ １６ 60

1988 S63 ０ １５ 25 １２ 52 ０ 38 ４ 10 ０ 52 104

1989 H1 ０ ９ １９ ４ 32 ０ １ １ ９ 県外2 13 45

1990 H2 ０ ６ １７ ４ 27 ０ 15 ３ ４ ０ 22 49

1991 H3 ０ 13 １６ 13 42 ０ 11 ２ １２ ０ 25 67

1992 H4. ０ １２ 20 ５ 37 ０ ５ １ １１ ０ １７ 54

1993 H5 ０ ０ １７ 10 27 ０ 11 ２ ６ ０ １９ 46

1994 H6 ０ ５ １５ １１ 31 ０ １ １ ４ ０ ６ 37

1995 H7 ０ １ 20 13 34 ０ ４ ４ 21 ０ 29 63

1996 H8 １ ０ 20 10 31 ４ ０ １ １ 県外1 ７ 38

1997 H9 ０ ０ １８ ９ 27 ５ 13 ８ ９ 津幡2 37 64

1998 H10 ０ １ １９ 10 30 ５ １ ３ ３ ０ １２ 42

合計 １ 128 410 156 695 14 216 47 123 ５ 405 1100

平均 0.05 6.40 20.50 7.80 34.75 0.70 10.80 2.35 6.15 0.25 20.25 55.00

(平成11年度石川県自然保護課資料より)

附図１

　

ツキノワグマの継続調査地点(1995-1997) (国土地理院５万分の１地形図利用）●観察地点

加賀市栢野町（刈安山） ｢大聖寺｣
5436-2277

山中町大土（大日山麓） ｢大聖寺｣
5436-2338

小松市新保（大日川上流）

　

「白峰」

543

-

2441

白峰村桑島（大嵐谷）

　

「白峰」

5436-2552
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林：石川県のツキノワグマの定点調査と捕獲記録

尾

口

村尾添(目附谷)

　　

「白峰」

5436-2576

吉野谷村中

宮（蛇

谷） 「白川村」十「白峰」

　　　

5436-3603

鳥越村左

礫（

鷲走谷）

　

「白峰」

5436-3428

河内村

旧

奥池（内尾谷）

　

｢鶴来｣
5436-4509

金沢市倉谷（赤堂山）

　

｢下梨｣
543

-

4682
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